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中日本高速道路株式会社 会社概要

西日本 中日本 東日本

3,625 km 2,208 km 3,943 km

306 万台/日 208 万台/日 302 万台/日

項目

営業延長 2,208 Km

利用台数 208 万台/日

通行料金収入 7,054 億円

建設延長 65 Km

休憩施設 206 箇所

従業員数 2,200 名
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経営計画チャレンジV（2026-2030） P 02
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50年代 60年代 70年代 80年代 90年代 00年代

橋数

建設 / 開通年

全     １８，７９３橋
鋼橋 ５，８４４橋 （31.1％）
ＲＣ橋 ５，６９６橋 （30.3％）
ＰＣ橋 ７，２４１橋 （38.5％）
他 12橋 （0.1％）

橋梁比率

M橋 RC橋 PC橋他 他

■鋼橋 ■PC橋 ■RC橋

NEXCO３会社 橋梁種別と建設年

（NEXCO-BMSデータ2010から算出）

P 03



本日の話題

１．NEXCO中日本の概要

２．主な劣化と技術規準の変遷

３．リニューアル工事の背景

４．リニューアル工事のための技術開発

５．今後の維持管理（補修補強）のあり方



・高速道路は2023年時点で、約4割が供用後40年以上経過

・10年後（2033年）は その延長が約６割 

・現時点で、名神（1963）は63年、東名（1969）は57年が経過

・10年後には関越道や九州道など他の路線も供用後50年以上に到達する 

高速道路の年齢 P 04



橋梁の健全度Ⅲ評価の特徴把握

〇 点検２巡目の健全度Ⅲの部材のうち、橋脚・床版・桁端部で約７割を占めている。
〇 橋脚・床版・桁端部とも、浸水・漏水＋凍結防止剤が変状の原因と推察される。

出典：高速道路資産の長期保全及び更新のあり方に関する技術検討委員会（第10回2025.4）資料
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全橋梁数 ：18,306橋
下記劣化要因に該当せず：10,230橋（55.9％）
下記劣化要因に該当する： 8,076橋（44.1％）

交通量
（累積10t換算軸数

3,000万軸以上）

2,360

ASR
（調査結果による）

105

凍結防止剤
（累積散布量1,000ｔ/km以上）

3,501

内在塩分
（調査結果による）

416

飛来塩分
（塩害対策指針に
示される海岸から

の距離）

242

初期欠陥
・ＰＣグラウト不充填
・かぶり不足
・豆板等

今後懸念される劣化
・中性化

374

318

61748

35

出典：高速道路資産の長期保全及び更新のあり方に
関する技術検討委員会（第10回2025.4）資料

高速道路における主な劣化要因 P 06



ＲＣ床版の劣化事例 （疲労のメカニズム）

鋼橋のRC床版の劣化

Ⅰ）乾燥収縮によ
るひびわれ（初期）

Ⅱ）輪荷重により縦横
のひびわれが発生

Ⅲ）縦横ひびわれが
増加するとともに、
一部上面まで貫通
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ＲＣ床版の基準の変遷

S39 S43
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ＲＣ床版の劣化事例 （最近の事例）

■撤去床版の水平ひび割れ
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コンクリートの規準の変遷

コンクリート橋 鋼橋 下部構造

ﾌﾟﾚﾃﾝ桁 桁高制限
のあるPca

桁

ﾎﾟｽﾃﾝPca
桁

場所打ち桁
Pca桁間詰
合成桁一次

床版

合成桁二
次床版

非合成桁
の床版

単純合成桁、
切断合成桁

の床版

連続合成
桁の床版

下部構造
地覆高欄

設計要領
1964年

450kg/cm2 ーーー 400kg/cm2 350kg/cm2 ーーー RC構造：240kg/cm2、
PC構造（場所打ち）：350kg/cm2

図集Ⅲ
1967年

500kg/cm2 450kg/cm2 同上 同上 240kg/cm2 ーーー ーーー ーーー ーーー

設計要領
1970年

同上 同上 張出架設
追加

同上 同上 240kg/cm2 300kg/cm2 375kg/cm2 240kg/cm2

設計要領
1980年

同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 ーーー 同上

設計要領
1990年

同上 同上 同上 同上 同上 同上 同上 ーーー 同上

設計要領
1998年

50N/mm2

(JIS)
ーーー 40N/mm2

移動支保工追
加

36N/mm2 30N/mm2 RC床版：30N/mm2、
PC床版：36N/mm2

ーーー 30N/mm2

現在 同上 ーーー 波形ｳｪﾌﾞ橋
PC床版追加

同上 同上 RC床版：30N/mm2、
PC床版：36N/mm2

同上
（膨張材）
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NEXCOにおけるコンクリート強度の変遷
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大規模修繕・更新事業

大規模修繕・更新事業の現状

2014年 定期点検の義務化・2019年から２巡目

2015年 大規模修繕・更新事業が事業化（1.5兆円／中日本）

⇒鋼橋のRC床版取替工事を大規模に実施中

2024年 大規模更新事業の第二弾が事業化（0.5兆円／中日本）

⇒橋梁に加え、舗装（深層改良）が事業化

⇒コンクリート橋の更新事業も本格化

3837

11,098 1,744 2,026 

第

二

弾

第

一

弾

0 5,000 10,000 15,000億円

橋梁更新

橋梁修繕

土構造物修繕

トンネル修繕

舗装

【第一弾（先行更新）】 【第二弾（後行更新）】
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構造物の維持修繕事業

✓ 約1割が健全性Ⅲであり、橋梁の割合が大きい
✓ 供用後30年以上経過した橋梁に健全性Ⅲが多い
✓ 橋梁は健全性が悪化している割合が大きい（1巡目：ⅠorⅡ→2巡目：Ⅲ）

■１巡目点検、２巡目点検の結果分析

予防保全の必要性
点検結果の分析を踏まえた維持修繕計画の
必要性

高速道路資産の長期保全及び更新のあり方に関する技術検
討委員会（第10回2025.4）
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構造物の維持修繕事業 P 13



原因の推察と有効な対策案

出典：高速道路資産の長期保全及び更新のあり方に関する技術検討委員会（第10回2025.4）資料
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構造物の維持修繕事業 P 15

出典：高速道路資産の長期保全及び更新のあり方に関する
技術検討委員会（第11回2026.4）資料
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社会的影響の大きい工事規制予定 P 16

出典：NEXCO中日本ホームページ



①車線確保しての施工事例（名神 長良川橋）

名神高速道路（一宮～岐阜羽島）
 

平均断面交通量：53,000台/日
大型車混入率  ：22％
供用  ：1964年9月

  （供用後60年）
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①車線確保しての施工事例（名神 長良川橋）

3@70m=210m 3@70m=210m 3@70m=210m

鋼３径間連続死活荷重合成鈑桁橋×３連 橋長630m

中央に鋼箱桁を１本追加し、上下線２車線ずつを確保

完成時は上下線一体構造とする

取替前 中分側施工

上・下線施工完成

施工ステップ

P 18



■長良川橋の縦目地の接合

・縦目地にはモルタル目地を設け、床版下面て定着（PC鋼材（1S28.6×2本/m）を配置）

・施工途中の３分割された床版各々で、２車線供用可能な幅員を確保する必要があるため、
縦目地位置にも正曲げが作用

①車線確保しての施工事例（名神 長良川橋） P 19



手取川橋

2022年現在の手取川橋

〇小松IC-金沢西ICは北陸道の中で最初に開通した区
間であり、かつ最も海に近い環境にある 供用後50年

〇50年間塩害を受けた手取川橋上部工の架け替えを
行う
（架け替えを検討した内容は後述）

②環境に配慮した桁の架け替え（北陸道 手取川橋） P 20



外ケーブル連結

手取川橋梁 (上り線)  側面図
8径間連続PC連続有ラーメン箱桁

A1 P1 P4 P5 P6 A2P2 P7P3
外ケーブル連結 外ケーブル連結 外ケーブル連結 外ケーブル連結ヒンジ連結

手取川橋の概要

1972年 供用 → 供用後10年で損傷発生
1983年～ → 第１次塩害補修工事
1994年～ → 第２次塩害補修工事
1995年 → B活対応で外ケーブル補強･連続化

②環境に配慮した桁の架け替え（北陸道 手取川橋） P 21



桁内面：
 一般部： D-4系1層（120μm）増塗、
 底面部+立上部100mm 

： 超長期防食・エポキシ被覆(2500μm)
・結露対策 ・滞水対策

E E E E E E E E E

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2

主桁形式：鋼８径間連続合成開断面箱桁
・ジョイント数最小化(桁端漏水対策)  ・外面ブラケットレス構造(塩害対
策・疲労対策)   ・上部工重量：PC橋の約6割

床版形式：壁高欄一体型プレキャストPC床版
(塗装鉄筋・塗装被覆PC鋼材・石灰石骨材)
・塩害及びASR対策

継手(桁外面)：全断面溶接
・ボルトレス構造(塩害対策)

開断面箱桁（舟形構造）
・遮蔽性  ・経済性 ・耐久性  ・桁内床版点検可能

桁外面：耐海水性ステンレス被覆JSL310Mo
・塩害対策 ・飛砂摩耗対策
・防護機能 ・紫外線対策

片持ちフランジ
+先端補剛材（炭素鋼）

ウェブ・下フランジ
連続構造（クラッド鋼）

ウェブ上端
コバ面肉盛り溶接

構造概要

②環境に配慮した桁の架け替え（北陸道 手取川橋） P 22



架替方法

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2

架設方向 撤去フレーム

STEP1-1. 新設桁架設，撤去フレーム設置

撤去フレーム
120tCC 120tCC

⚫ 120tクローラークレーンを2台使用して、既設橋面上にP4を起点とし
て両側の橋台へ架け逃げる。

⚫ 架設と同時に1径間に1機の撤去フレームを設置する。

⚫ 架設・現場溶接完了後、ベントを解放して支点支持へ移行する。

⚫ 桁端部には仮設桁を接合し、土工部にて支持する。

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2

STEP1-2. ベント解体（支点支持）

撤去フレーム
仮設桁仮設桁

②環境に配慮した桁の架け替え（北陸道 手取川橋） P 23



STEP2-2. P1,P3,P5,P7 撤去

撤去方向 撤去方向 撤去方向 撤去方向

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2

STEP3. 柱頭部撤去・ジャッキダウン

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2

仮設桁
仮設桁

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 A2
支承撤去

撤去方向撤去方向 撤去方向撤去方向 撤去方向

支承撤去

STEP2-1.側径間支持，A1,P2,P4,P6,A2撤去

撤去フレーム

⚫ 側径間支持、偶数脚の撤去（1期施工）

⚫ 奇数脚の撤去（2期施工）

⚫ 既設PC桁柱頭部の撤去、ジャッキダウン

②環境に配慮した桁の架け替え（北陸道 手取川橋） P 24



③UHPFRCによるPC箱桁橋の補修（長野道 岡谷高架橋）

2024年度

2024年度
約2,400m2

128m

A2

P9

床版打替え数量
 面  積： 約 20,000m2

 総延長： 約  2,000m

2025年度

2025年度
約4,000m2

214mP7

P 25



UHPFRC床版打替え

UHPFRC

表層（高機能Ⅱ型）

基層（BLG）

エポキシ
接着剤

35

40

70
35

岡谷高架橋での仕様（マルチレイヤ—プロテクション：①+②）

アスファルト舗装

コンクリート床版

現況

30

80

切削
(WJ)

旧タイプ
防水

①超高性能繊維補強セメント系複合材料
(Ultra High Performance Fiber Reinforced Cementitious composites)

・圧縮強度：150N/mm2

・ひび割れ発生強度：10N/mm2

・引張強度：12N/mm2

②橋梁ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層用ｸﾞｰｽｱｽﾌｧﾙﾄ
(Bridge Levelling Guss asphalt)

・グレードⅡ相当の防水性

打替え厚さ（40mm）について
30mm打替えで当初断面に復元する思想（上縁への引張応力度3N/mm2程度）

 

→施工時の許容誤差（設計厚に対しマイナス10mm）を鑑みて設定

③UHPFRCによるPC箱桁橋の補修（長野道 岡谷高架橋） P 26
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建設業就業者数の推移

200

300

400

500

600

700

19972002 04 06 08 10 12 14 16 18 20 22

(万
人
）

（年）

建設業就業者数

～～

減少傾向

出典 ： 総務省「労働力調査」より

建設業と他産業の労働時間の推移

1,600

1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

1988 03 05 07 09 11 13 15 17 19 21 23

(時
間
）

（年）

調査産業計 製造業

～～

長時間
労働

出典 ： 厚生労働省「毎月勤務統計調査」より

◆ 2024年4月から施行
された時間外労働
の上限規制

◆ 建設業界の生産年
齢人口減少

■建設業界

高速道路の補修・補強を取り巻く環境

補修・補強についても、新技術・新工法を積極的に適用

P 27

➢ 高耐久性に配慮した構造への更新、工期短縮、コスト削減 
⇒ 調査研究および技術開発の推進 

➢ 通行規制に伴う社会的影響の軽減
⇒ ネットワーク（迂回機能）を活用した影響の軽減、迂回道路となる一般道への影響および工
期短縮のための工法開発など 

➢ 構造物の変状の的確かつ詳細な把握
 ⇒ 道路法改正（Ｈ25.6）に伴う省令に対応した点検強化、および点検の高度化を推進 

■高速道路を取り巻く環境



劣化した床版にVFC上面増厚を施すことで、最新基準の床版
（平成8年道示適用）程度まで疲労耐久性が向上することを確認

床版コンクリート

アスファルト
舗装

VFC

舗
装

床
版

VFC上面増厚

床版コンクリート

アスファルト
舗装

■VFCによる上面増厚工法の概要

● 劣化床版＋VFC

○ 健全床版＋VFC

VFCは、圧縮強度が高く（100N/mm2超）、非常に緻密で物質移動抵
抗性が高い材料。増厚を低減し、高耐荷性、高耐久性の発揮が可能

■VFC上面増厚工法の疲労耐久性検証
床版下面にひび割れを発生させた床版（昭和39年示方書）にVFC上面増厚
を施した試験体にて輪荷重走行試験を実施

ひび割れを発生させた床版

≪VFC増厚床版の輪荷重走行試験結果3）≫

≪都市部・重交通区間/中央道高井戸高架橋≫

高井戸高架橋

重交通路線、狭小幅員、人家連坦地
域のため車線規制や拡幅が困難

■施工困難箇所の例

VFC上面増厚 ｔ＝40 ㎜

模擬床版 ｔ＝180 ㎜

輪荷重走行試験状況

≪輪荷重走行試験概要≫

出典3）：道路橋示方書・同解説（R7.10）図解11.1.2
にNEXCO試験結果をプロット

≪施工困難橋梁/東名阪道木曽川橋≫

下路トラス橋、河川横断箇所のためク
レーンや架設機による床版の撤去設
置が困難

P 28新技術・新工法の採用

高強度・高耐久材料等の活用

高速道路資産の長期保全及び更新のあり方に関す
る技術検討委員会（第11回2026.4）



P 29新技術・新工法の採用

調査技術・施工技術の向上
■PCグラウトの再注入

■RC中空床版の変状

【調査技術の開発】 【施工技術の開発】



設計・施工計画段階

５．まとめ

製作・施工段階

維持管理段階

・IoTセンサーによる構造モニタリング
・ドローンによる点検
・品質・点検記録のデータ管理

品質・安全性を確保しながら、働き方を改善

・BIM/CIMによる3Dモデル設計
・プレキャスト部材の標準化

・工場製作の自動化（鉄筋加工・型枠組立）
・品質管理のデジタル化・張力管理の自動計測システム
・張力管理の自動計測システム
・セグメント架設の自動位置決め
・ドローンによる出来形確認
・クラウド施工管理（工程・品質・安全）

働き方改革（建設段階） P 30



設計・施工計画段階

５．まとめ

製作・施工段階

維持管理段階

・IoTセンサーによる構造モニタリング
・ドローンによる点検
・品質・点検記録のデータ管理
・高度な調査技術

維持管理にも適用し、持続可能な道路ネットワークを確保

・標準的な補修仕様：頻出の損傷パターン
ごとに標準設計・材料・施工方法を整備
・BIM/CIMの導入：構造体の3Dモデルで補
修範囲を可視化

・新技術・新工法
・専用治具・機械化の導入：コンクリート剥離、斫り
、研磨、注入作業を機械化・小型化
・遠隔支援：現地作業員と専門家とライブ通話

働き方改革（維持管理段階） P 31
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